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密度 pL, 長さLに対する timescaleは一つだけ (すなわち TL- tL-)であると仮定すると,
eLTL-EL-一定となる｡ timescaleの評価はEL-ULと置いて行われたからこれはUL-一
定でもあるOこれからp呈∝r2,すなわち密度相関関数f(r)=C(i)r-2を得る. このときの
係数 C(i)tま最初の Instabnityから injectされるェネルギーの量に比例するから時間と共に増
大する｡指数-2は時間に無関係である｡
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相分離の後期過程に見られるような,なめらかでランダムな界面系を考える｡構造関数のス
ケイリング形を議論するためには,このランダムな界面系の統計的性質を調べる必要がある｡
















































=(2打)-1/2Jlq'r'dsexp卜 U2/(1十 S )]/何
0
と計算されるがまo)a(r)が長距離異常性を持たない限り,いかなるUの値に対しても9(r)kは長
距離異常性は現れない｡すなわち9(r)にはゲル化したクラスタだけでなく,すべてのクラスタ
の寄与が含まれてしまっているから,パーコレー ション限界での異常性は隠されてしまってい
る｡ この意味でも,パーコレー ション限界は上のようにトポロジーとの関連で捉える方が賢明
であろう｡
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